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いま、世の中は第 4次産業革命と言われています。自動車の世界で

は自動運転がその視野に入つてきており、インターネッ トによつてあ

らゆるものが繋がる IoTの時代も日前に追ってきています。
大学における教育の方法も変化 してきています。昨年 4月 に通信教

育部の部長として就任された関通信教育部長をお迎えして、先生のプ

ロフィールとともに通信教育部の現在・未来についてお話を伺いまし

た。

――最初に先生のプロフィールを

お伺いします―
「栃木県で生まれましたが、生後 2

カ月で東京文京区の・
●国寺にある大塚

5丁 日の実家に移 り、そこで育ちまし

た。地元の小学校を卒業して中学から

は護国寺の隣にある日本大学付属豊山

中学校に進学し、豊山高校を卒業しま

した。その後、日本大学法学部を卒業

し、日本大学大学院修士課程を修了し

ました。大学院を修

rした際に、 一部上
場の会相1に入社が決

まりましたので、思

師の石川才顕先生に

ご報告に伺ったとこ

ろ『君はサラリーマ

ンより弁護士などの

F■律実務家の方が性格に合っている.

会社の方は断って勉強を続けなさい』

との強いお言葉をいただきました。父

も同じ意見でしたので、大学院修了後

に司法試験を受験することにしまし

た。その後、司法試験に合格 し弁護士

の資格を取りましたところ、今度は、

石川先生から『研究者の道を進み、自

分のあとを継いで欲 しい。縁だと思つ

て引き受けなさいJと の言葉を頂きま

した。 しかし、私は、修

■論文を書いた時に大変

な思いをして書きあげた

経験があつたので、正直

に『研究者の道は自信が

ない』と申し上げたので

すが、 先4:に |ま 『そオ■は

誰でも同じだ。やつてい



くうちに身に付くものだ』と言われて、先生の強い勧

めもあって研究者の道を選択しました。その後、法学

部専任講師、助教授から教授を経て、昨年 (平成 29年

4月 )通信教育部長の辞令を受けて現在に至ってますJ

「今から考えてみますと、人生が大きく変わるのは

小さなきつかけからであつた気がします。人との出会

いであったり、一つの言葉であつたり、人生のターニ

ングポイントにおいて、いくつかの選択肢の中から、

どれを選ぶかによつて人生の流れが大きく変わること

を実感しています。石川先生の勧めで,F究者の道に入

ったのも、先生の 一言から『この道で頑張ろうJと い

う気持になつたからです.,｀ま振 り返つてみますと、

イll究者の生活は自分の性格に合つていたと思つてお

り、先生には感謝していますJ

―――ご家族とご趣味は?一――
「家族は妻と子供 ■人で、大学生の息子とl‐l校生の

娘です。趣味はバラを育てることで、約 40種類のバ

ラを育てて、家内と一緒に楽しんでいます。少しずつ

バラやブ ドウの本が育っていくのが楽しみです。私に

は、外で活動するよりも机に向かつて研究論文を少し

ずつ書いていく生活の方が|■格に合つていると思つて

います。食の嗜好は 40歳 を過ぎたあたりから肉より

も魚の方を好むようになりました。外FI留学の時にド

イツに居ましたので、ワインが好きになりました。住

んでいた町は、 トリアーというルクセンブルグ近くの
国境の町で大変住みやすい所でした。 トリアーはモー
ゼルフインの有名な生産地で、古くから糖度が高いブ

ドウで甘口の ドイツフインを生産 しています。現 ll l

で、 ドイツ語を話す楽しさを覚えましたJ
――お好きな言葉は一―
「あまり構えているわけではありませんが、一つの

ことを貫く『 ―意専心』を目指しています。気を散ら

さずに つのことに集中して、物事に取組んでいく方
が合っています |

一一学問には何が必要と考えますか一―
「論文等で示す結論は、意外と自分の価値観が反映

している気がします。学問にはある種の価値観をしつ

かり持つことが必要だと思います。また、学者として

はニュー トラルであるよりは『社会はこうあるべき

だ』という自分の立ち位置をしつかり定めて考えるこ

とが必要だと思います。私の専「りの法lt学は、結論が

条文の解釈を通して固定しがらです。これではいけな

いという視点がないと新しい提言をすることができな

い。大きく言えば自分の研究なり、勉強していること

を原点として、社会の何に役立つかということを考え

るべきでしょう。そのためには『社会のあるべき姿

は、こうあるべきだ』ということを考えていく必要が

あると思いますJ

――法学部を目指したきつかけは,一―
「私が卒業した日大

= 
高校には、文系と理系のコ

ースがあり、私は後者を選択していました。JIT系 コー

スを選択した者は、理工学剖
'、

l・ 学部、歯学部を 1指

すものが多くいました。私は、たまたま高校 3年生の

時に弁護十の先生の特別講演を聞いて、自分も法律家

を目指そうと思い『・l法試験に挑戦しよう』と思い法

学‐lを選択しました。その後、 1本大学の法学部の教

l‐ となりましたが 法学部の教員となつた当初から通
信教育部で講義し、教科書もlll筆 しています。今から

考えれば通信教育部の部長として若任することに縁が

あったと感じていますJ

一一通学生と通信生の気質の違いは一―

「日本人学には、16の通学‐lと その他に通信教育部

があります。画者は学生を教育して学 1:の資格を授け

るという目的は司じですが、学修方法が違います。通

学部の学
`Lは
校舎に通つて講義を受けるのに対し、通

信教 F●
‐
部の学生はリポーートの提出などを通して遠IH教

育を受けています。かつては働かずに勉学に集中する

のが通学生で、働きながら学ぶのが二.F学生と通信教

育部学生というイメージがありましたが、今は多少違

つたものとなつています。通学部の学
`Lも

入学と同時

にアルバイ トに励むことを多く見受けられるからで

す
=

「通信教育については、郵便を利用したリポー ト添

削などのイメージが強く、画一的で 方通行のイメー
ジがあったといえます。しかし、インターネットが活

用される時代に入りましたので、これからの通信教育
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